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はじめに

この解説書では、W3C (1)の勧告による XSL1.1 (2)を基本としてます。近年 CSS3.0 の改

良に合わせて XSL-FO（XSL Formatting Object）にも多くの機能がアンテナハウス拡張機

能として追加されました。アンテナハウス（株）の AH Formatter V6.0 に実装された新たに

追加された機能の使い方を含めて解説をします。

AH Formatter V6.0 は、2011 年 10 月に発表された Formatter の最新版で、XSL-FO による

組版だけでなく、CSS3 によるページ組版をも実現した画期的なフォーマッタです。この

解説書では XSL-FO による組版仕様を解説しております。CSS による組版用スタイルシ

ートについては別の教科書を参照して下さい。

XSL-FO をお使いの皆さんが実務上でご利用いただけるように、XSL-FO の機能をでき

るだけ網羅して解説するようにしました。しかし、XSL-FO の総括的な解説書ではありま

せんので、詳しくは XSL-FO の源資料である W3C の XSL1.1（英文）か、2010 年 10 月 20
日に日本語化されて日本規格協会から発行された JIS X 4179 を参照して下さい。また、

Formatter V6.0 のオンラインマニュアルにも拡張機能に対する解説や技術資料がありま

すので参照して下さい。

AH Formatter では、XML 文書から XSL スタイルシートを用いて XSL-FO に変換する

XSLT プロセッサとして、Windows で標準的に組み込まれている Microsoft 社の

MSXML3 又は 4 を使っています。

　この解説書自身も XML 文書と XSLT によるスタイルシートを使って作られていま

す。しかしながら、ここでは XSL-FO に主眼をおいていますので、説明の例は直接 XSL-
FO で記述したものを主体に提示しています。

この解説書は XSL-FO の機能を分かりやすく実例を挙げて解説しています。実務上で

は XSL-FO を直接書き出すことは少ないでしょうが、XSL-FO を生成する手法について

は他の教科書に譲って、ここでは説明の都合上理解の手助けになるもののみ XSLT にも

言及しています。

アンテナハウス（株）の AH Formatter V5.x と AH Formatter V6.x とでは、組版機能上の

差異があり、一部のプロパティでは使い方が異なったり、V6 から新たに加わった機能も

あります。アンテナハウス（株）は今後 AH Formatter V6.x へ移行していきますので、この

解説書も最新版の AH Formatter V6.0 に合わせて解説しております。

(1) W3C(World Wide Web Consortium)は、Web 標準の策定に取組む国際的なコンソーシアム国際学

術研究機関です。
(2) XSL(Extensible Stylesheet Language) Version1.1 は、2006 年 12 月 5 日に勧告が出されました。



アンテナハウス（株）では日本語組版を充実させるために独自追加機能を提案し、採用

しています。これが大変有用ですので、この解説書では積極的に使用しています。これら

の拡張機能はアンテナハウス（株）の AH Formatter 以外では使用できないのですが、この

解説書を利用する方々の多くが、他のフォーマッタを使用する必要性がないと思います

ので、特に意識せず通常の機能の如く扱っています。拡張要素には、名前空間識別子の

axf:が付されていますので、これに注目していれば、万一他のシステムへ移行するときに

峻別することは容易です。

特に気を付けなければならない点は、AH Formatter V6.0 では、独自の追加プロパティが

AH Formatter V5.x と違ったり、プロパティの値が拡張されています。プロパティの拡張

分は基準のプロパティとの区別が付きませんので、他社のシステムでは希望の機能が作

用しないことを十分ご認識の上運用して下さい。

V5.0 以降で追加された拡張機能を示すために、V5.0 及び V6.0 などと表示を付加しまし

た。

アンテナハウス（株）では、逐次改訂版がリリースされています。最新のニュースと共

に、改訂情報をチェックすることをお勧めします。

改訂版に付いて

本書 V4.0 版では AH Formatter V6.0 で新たに加わった拡張機能を解説すると共に、こ

れまでの版で使いにくかった所や例題を改善しました。

トンボ出力は、アンテナハウス（株）の追加仕様であり、AH Formatter V6.0 Lite ではサ

ポートされていませんが、有用な機能ですので仕様を掲載しました。この他 V6.0 Lite で

は、拡張機能でサポートされていないものがあります。
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1. XSL-FO と XSLT
HTML や CSS が Web ブラウザに対して画面上での表示について指定しているのに対

して、XSL-FO は主に紙媒体における文書を組版するための仕様です。紙媒体を基本とし

ていますから、紙のサイズ、紙面の中のどの位置にドキュメントを配置するかなどから始

めます。ドキュメントのタイトルや段落に対して、書体、サイズ、縦書きか横書きか、な

ど書籍組版に必要な指定が細かに制定されています。更に、目次や索引取りの機能が充

実しています。

HTML では当初ドキュメント自身に組版指示を指定してきましたが、データであるコ

ンテンツと組版に必要な指示とが混在してきて分かりにくくなりました。そこでコンテ

ンツと組版指示を分離して、HTML コンテンツがコンピュータによるデータ処理を容易

にするように簡素化されました。そして、CSS の規格が組版機能を指定するものとして

制定され、その機能は現在でも拡充されています。

HTML の場合は、ブラウザが HTML と CSS とを解釈して直接画面表示やプリンタ出

力に必要な変換を一度にしています。従って、HTML によるコンテンツと CSS による組

版指示を与えれば、画面表示やプリンタ出力ができますので、プロセスが分かりやすく感

じられます。HTML のコンテンツを頭から順に<h>や<p>のタグに応じてそれぞれの指定

を CSS から貰って、次々に画面に表示していけば良いので処理手順も簡単です。

XML データから書籍組版をする場合、ドキュメントはページ毎に区切られて、それぞ

れに柱やノンブルと言った書籍の体裁にするための付属物が付きます。目次や索引取り

では、一旦組み上がった状態を作ってから、該当するページ番号を取り出してこなければ

なりません。これらの組版処理を楽にさせるために、XML コンテンツと XSL スタイルシ

ートによって、中間ファイルである XSL-FO のデータを作ります。XSL-FO のデータには

組版に必要な指示が、テキストの必要個所に逐一挿入されています。XSL-FO による中間

ファイルは、組版指示の中にテキストが埋もれているように見えるくらい繁雑なデータ

型式ですが、この規格をしっかり勉強しておくことで、XSL-FO に変換するスタイルシー

ト設計が確かなものになります。

このような XSL-FO による中間データを作ることによって、XML コンテンツと組版指

示のスタイルシートを分離した大きな効果ができました。それは、XML コンテンツがコ

ンピュータによるデータ処理用に作られていて、書籍の体裁にはほど遠いスタイルであ

っても、スタイルシートによって書籍に向いたフォーマットに組み直すことが可能にな

りました。XML コンテンツでは、コンピュータによるデータ処理に向いたタグ付けがさ

れていて、書籍のように章やタイトルなどの体裁が全くなくても構わないのです。

スタイルシートは、XML コンテンツの中から必要なデータを取りだして、書籍の形に

組むための組版指示を、XSL-FO の仕様に従ってそのデータに付加します。例えば XML
コンテンツでは表の形に整形されていなくても、スタイルシートによって表の形になる

ように XSL-FO の表形式のデータに加工すれば、所望の出力物を得ることができます。

これは、XML コンテンツと、書籍のための組版指示とを分離した大きな利点です。
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XSL-FO のデータは XML 型式で書かれますので、XML コンテンツの XML データか

ら XSL-FO のデータに変換するとき、ツリー構造を変えたり、不要なものを外して、必要

なものを付加するなどの加工が容易にできます。そのための規格として XSLT(XSL
Transformation)があります。XSLT は当初 XSL の一部でしたが、現在では独立した規格と

なり、XSL は XSL-FO の規格となっています。XSLT は XML データの取扱に特化された

もので、「XML 文書の構造を変換するための言語」といわれ、その機能は XPath 仕様を取

り込んでどんどん拡充されています。XPath 仕様は独立した言語として定義され、ソース

文書からデータを選択して目的の文書に配置するなどの機能を備えており、XSLT 以外

のところでも活用されています。

XSLT が XML データの構造変換に使えると言うことは、XSLT によって画面表示に向

いた HTML の型式に変換することも可能です。作成された HTML を画面表示するため

の CSS が予めできていれば、画面表示には向かないような構造の XML コンテンツか

ら、XSLT のスタイルシートによって所定の形の HTML に変換すれば、直ちに画面表示が

できます。すなわち XSLT は Web ブラウザ用の HTML の形に変形したり、書籍用の

XSL-FO による型式に変換することも自由になります。

このように XSL-FO の規格が明確になるに従い、目的がハッキリしてくるとこれに変

換するための XSLT が定義され、さらに XSLT の機能を拡充するために XPath が取り入

れられるなどと、次々に拡張されているためとても複雑に見えています。XML データを

処理するに XSLT によるスタイルシートを書きます。しかし、XSLT は XML データの構

造を変換するための規格ですから、XSLT によってどのようなデータを作ればよいかが

分からなくては困ります。そのために先ず。XSL-FO の仕様をしっかり理解しておく必

要があります。XSL-FO の仕様は W3C によって設定され公開されています。システムベ

ンダーはこの仕様に従ってフォーマッタを開発します。

XSL-FO で指定された指示に従って、所望するスタイルに組み上げるエンジンが必要

です。これを XSL-FO プロセッサと言います。欧文組版を主としたものは幾つかのプロ

セッサがありますが、日本語組版を解決しているものは、アンテナハウス（株）の AH
Formatter だけです。AH Formatter は欧文やアラビア語など多言語の組版にも対応してい

るため、海外でも多く使われています。更に AH Formatter は和文組版に必要な拡張機能

を独自に追加して、日本語組版への機能拡張をしています。これらの拡張機能は日本語

組版独自の機能に限らず、欧文組版にも活用できるものが多いので、XSL-FO の規格を制

定し管理している W3C に機能拡張を提案しています。

XSLT を処理する XSLT プロセッサは、Windows 版では、特に設定していない場合は

MSXML4 又は MSXML3 を標準の XSLT プロセッサとして使用しています。別の XSLT
プロセッサを使用する場合や、Solaris/Linux/Macintosh/HP-UX/AIX 版では、使用する

XSLT プロセッサの設定を行ってください。

　なお、XSL-FO の中間データは、実務上ではプロセッサの内部で処理されるだけで、オ

ペレータが介在する必要はありません。アンテナハウスの AH Formatter に XML と XSL
スタイルシートを与えれば、オペレータは中間ファイルの XSL-FO データを意識するこ

となく、所望の紙出力や PDF 出力を得ることができます。

バッチ組版のための XSL-FO 指南

2 ｜ XSL-FO と XSLT



XSLT について

いきなり XSL-FO の事例を見ますと、とても複雑で大変に見えますが、実務上は XSLT
などを用いて XSL-FO を作成しますので、もっと分かりやすい表記になっています。非

常に簡単な例を挙げて、XSLT 上での記述の簡潔さを見ます。

本文の XML コンテンツを XSLT で処理する例を見て、XML から XSL-FO に変換する

様子を見ておきます。

p 要素

たとえば XML データの中に次のような p 要素があるとき、例えば次のような形式で

書かれます。

XML コンテンツの p 要素の例

<p>これは段落のサンプルです。段落は fo:blockに変換されます。行頭の字下げには、text-
indent="1em"と指定されているので、先頭行は一文字分だけ字下げされます。行揃えは text-
align="justify"の指定で「両端揃え」としています。ただし段落の最終行は自動的に左揃えとなり

ます。これは text-align="justify"の場合は、最終行に適用される text-indent-lastの初

期値が自動的に startになってくれるためです。</p>

　

p 要素を処理する XSL スタイルシートの一例を次に示します。書き方は冗長なように

見えますが、何を設定しているかがすっきりと分かります

p 要素を処理するテンプレート

<xsl:attribute-set name="p">
  <xsl:attribute name="font-family">'ＭＳ 明朝'</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="font-size">12pt</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="line-height">1.4em</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="text-indent">1em</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="space-before">0.7em</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="space-after">0.7em</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="text-align">justify</xsl:attribute>
</xsl:attribute-set>

<xsl:template match="p">
  <fo:block xsl:use-attribute-sets="p">
    <xsl:apply-templates />
  </fo:block>
</xsl:template>
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テンプレートは簡単で、アトリビュートセットの設定に従って fo:block に変換するの

みです。アトリビュートセットは、使用する書体を'ＭＳ 明朝'とし、文字サイズは 12pt、
行の高さを 1.4em（em は使用する文字サイズの大きさ）、先頭行のインデントは text-
indent で 1em、行揃えの text-align は justify で、段落の前後に 0.7em の空白を付けていま

す。

上記の設定で処理されたときの FO の例

<fo:block font-family="ＭＳ 明朝" font-size="12pt" line-height="1.4em" 
text-indent="1em" space-before="0.7em" space-after="0.7em" text-
align="justify">これは段落のサンプルです。段落は fo:blockに変換されます。行頭の字下げ

には、text-indent="1em"と指定されているので、先頭行は一文字分だけ字下げされます。行揃えは

text-align="justify"の指定で「両端揃え」としています。ただし段落の最終行は自動的に左揃え

となります。これは text-align="justify"の場合は、最終行に適用される text-indent-last
の初期値が自動的に startになってくれるためです。</fo:block>

このようにして作られる XSL-FO によってフォーマッタが実際の組版イメージを作り

ます。

'ＭＳ 明朝'、12pt、行の高さ 1.4em とした場合

これは段落のサンプルです。段落は fo:block に変換されます。行

頭の字下げには、text-indent="1em"と指定されているので、先頭行は

一文字分だけ字下げされます。行揃えは text-align="justify"の指定

で「両端揃え」としています。ただし段落の最終行は自動的に左揃え

となります。これは text-align="justify"の場合は、最終行に適用さ

れる text-indent-last の初期値が自動的に start になってくれるた

めです。

　

アトリビュートセットで、書体を'ＭＳ ゴシック'、文字サイズ 10.5pt に変更します。左

右のインデントを 3em として追加しました。

書体、文字サイズなどを変更した場合

<xsl:attribute-set name="p">
  <xsl:attribute name="font-family">'ＭＳ ゴシック'</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="font-size">10.5pt</xsl:attribute>
  <xsl:attribute name="start-indent">3em</csl:attribute>
  <xsl:attribute name="end-indent">3em</csl:attribute>
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</xsl:attribute-set>

'ＭＳ ゴシック'、10.5pt、左右のインデント 3em とした場合

これは段落のサンプルです。段落は fo:block に変換されます。行

頭の字下げには、text-indent="1em"と指定されているので、先頭行は

一文字分だけ字下げされます。行揃えは text-align="justify"の指定

で「両端揃え」としています。ただし段落の最終行は自動的に左揃え

となります。これは text-align="justify"の場合は、最終行に適用さ

れる text-indent-last の初期値が自動的に start になってくれるた

めです。

共通に使われない場合などは、アトリビュートセットを設けないで、テンプレートの中

で一々設定しても構いません。

テンプレートの中に設定

<xsl:template match="p">
  <fo:block font-family="ＭＳ 明朝" font-size="10.5pt" 
    line-height="1.4em" text-indent="1em" space-before="0.7em" 
    space-after="0.7em" text-align="justify" />
    <xsl:apply-templates />
  </fo:block>
</xsl:template>

このように XSLT によるスタイルシートによって同じ XML データがいろいろな書式

で組版出来ることがお分かりと思います。

XSLT の教科書

XSLT でスタイルシートを書くには、XSLT の教科書を勉強する必要があります。現

在市販されているものや、Web ページ上で入門やチュートリアルとして易しく解説し

ているものがありますので、それらを参考にして下さい。アンテナハウス（株）のホー

ムページにあるサンプルなどでトレーニングしておくと良いと思います。

XSL-FO と XSLT
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XSLT による XSL-FO の作り方

通常の処理では、XML コンテンツから XSL スタイルシートを用いて XSL-FO を生成

するのが一般的です。従って、実務上は XSLT の解説をしないと十分ではありません。ま

た、説明の都合上 XSLT によるスタイルシートに言及した方が理解しやすいと思われる

ものには、簡単な例を提示しました。XSLT は元々は XSL 規格の一部でしたが、その機能

が多義に渡って拡充するに伴い、現在では XSL から独立して XSLT の規格として存在し

ています。XSLT に付いての詳細な解説はそれだけで大きなものになりますので、この解

説では必要なことしか触れていません。XML コンテンツから XSL-FO 形式に変換する

には、XSLT 以外に Java などのソフトを用いても可能ですが、これも他の解説書に譲りま

す。

この解説では XSL-FO の機能を解説することに専念しました。しかしながら、XSL-FO
を活用するには、スタイルシートについて基礎的な知識は必要と思われますので、巻末の

方で纏めて解説しました。

" テーブルに対するスタイルシート(Page-385) "、" リストに対するスタイルシート

(Page-214) "、" ツメの作り方(Page-380) "テンプレートを参照して下さい。

本書が、これから XSL-FO の機能を勉強される方への入門書として、XSL-FO を実用さ

れている方々へのレファレンスブックとして、ご活用頂ければ幸甚です。

バッチ組版のための XSL-FO 指南
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2. XSL-FO の基礎

用紙と領域

用紙と領域の設定

XSL-FO は書籍としての体裁を意識して XML 文書をフォーマットするものです(3)の

で、紙ベースの媒体にページ単位で出力することを意識しています。フォーマット結果

や PDF 様式に出力したものを Windows 画面上で閲覧したり、プリンタを用いて出力す

ることができます。したがって用紙サイズとプリンタの出力機能に依存するところがあ

ります。

領域の位置関係

まず使用する用紙の

寸法などを設定します。

用紙サイズの中に、上下

左右にマージンをとっ

て作業領域（ページ参照

領域）を設定します。こ

れはプリンタによって

は用紙の全域一杯には

出力できなかったり、プ

リントアウトしたもの

を綴じて使用すると

き、綴じ代として残す余

白などです。用紙サイズ

一杯に文字やイラスト

を配置したり、あるいは

オーバーフローで所定

の領域をはみ出しても、

Windows の画面上では

用紙サイズ内はすべて

表示されますが、プリン

タから用紙一杯に出力

できるとは保証できま

せん。

(3) 一部音声に関する Aural プロパティが含まれていますが、この解説では全く触れていません

XSL-FO の基礎
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作業領域の中にさらに上下左右にマージンをとって、ボディ領域（region-body）を設定

します。ここが本文領域です。

また、作業領域の上下左右の辺から内側に向かって所定の寸法をとって、それぞれ４つ

の領域を設定することができます。これらは本文領域の上側にヘッダ領域（region-
before）として通し柱などと言われる書名や章、節などの表示を配置したり、本文領域の

下側にページ番号（ノンブル）や、通し柱などを配置するフッタ領域（region-after）となり

ます。左右にも同様に領域が取られます。横組みを基本とする用紙設定では、左側を

region-start、右側を region-end と呼びます。

この図の before、after、start 及び end と呼ばれる領域は通常の横組みの場合で、行頭側

を start、行末側を end と言い、行の進む方向に対して初めの方を before、終わりの方を

after と言います。縦組みなど組み方向が違う場合には、上下左右との関係が変わりま

す。

ここで注意しなければならないのは、ボディ領域を決定する上下左右のマージンと、

region-top、-bottom、-start 及び-end の４つの領域とは別々に設定されることです。これら

はボディ領域の上下左右の値と同じにすればお互いに接して配置されます。実務上はそ

れぞれの領域がお互いに干渉しないように値が設定されるでしょう。

用紙と領域設定の例

ページ領域の設定を"Standard-PagemastrerA"（次頁）で確認して見ましょう

Standard-PagemastrerA

<fo:simple-page-master page-width="210mm" page-height="297mm" 
    margin-top="10mm" margin-bottom="10mm" margin-left="5mm" 
    margin-right="5mm" master-name="Standard-PageMasterA">
    <fo:region-body background-color="yellow" margin-top="8mm"
        margin-bottom="8mm" margin-left="8mm" margin-right="8mm" />
    <fo:region-before background-color="aqua" extent="5mm" />
    <fo:region-after background-color="fuchsia" extent="5mm" />
    <fo:region-start background-color="navy" extent="5mm" />
    <fo:region-end background-color="silver" extent="5mm" />
</fo:simple-page-master>

<fo:simple-page-master が、一枚のページ設定を表します。master-name="Standard-
PageMasterA">で用紙に名前を付けて括っています。その間に先ず用紙の幅 page-width
と高さ page-height が設定され、margin-top、bottom、-left、-right の余白が設定されます。

更に、region-body が margin-top、-bottom、-left、-right にそれぞれ 8mm ずつ取って設定

されています。このとき region-body の margin は先に取った用紙の margin の内側に取ら

れます。 続いて、region-before、-after、-start、-end がそれぞれの extent として 5mm ずつ

取られます。

バッチ組版のための XSL-FO 指南
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領域の設定の例

ページの領域 Standard-PageMasterA

領域の種類 region-name background-
color

margin
extent

top bottom left right

用紙 10mm 10mm 5mm 5mm

fo:region-body 既定値 yellow 8mm 8mm 8mm 8mm

fo:region-before 既定値 aqua 5mm

fo:region-after 既定値 fuchsia 5mm

fo:region-start 既定値 navy 5mm

fo:region-end 既定値 silver 5mm

ページ領域の設定はページモデルの最初の設定です。

用紙サイズ（横 210mm、縦 297mm）に対して、上下に 10mm、左右に 5mm
のマージンをとってあります。（一番外側の白い部分）。

更に上下左右に 8mmのマージンを取ってボディ領域（黄色い部分）をとって
います。

続いて、上（before）、下（after）、左（start）、及び右（end）にそれぞれ領域
をとります。領域の幅はすべて 5mmにしてあります。これらはボディ領域を
取るときに設定した上下左右のマージン内に作られています。

プログラムでは以下のように書かれます。

<fo:simple-page-master margin-top="10mm" margin-bottom="10mm" 
  margin-right="5mm" margin-left="5mm" page-height=" 297mm " 
  page-width="210mm" master-name="Standard-PageMasterA">
<fo:region-body background-color="yellow" margin-top="8mm" 
  margin-bottom="8mm" margin-left="8mm" margin-right="8mm"/>
<fo:region-before background-color="aqua" extent="5mm"/>
<fo:region-after background-color="fuchsia" extent="5mm"/>
<fo:region-start background-color="navy" extent="5mm"/>
<fo:region-end background-color="silver" extent="5mm"/>
</fo:simple-page-master>
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ここで、用紙の margin には、"top"、"bottom"、"left"、"right"が使われています。これ

は、用紙の上下左右を云います。

　これに対して、region には、"before"、"after"、"start"、"end"が使われています。これは

前ページでも説明しましたように、文字を組んでいくときの行頭側を"start"、行末側を

"end"と言い、行が並べられて行く方向に対して前の方を"before"、後の方を"after"と言い

ます。

このように、region やその他組み方向と関係するものに対しては、横組みか縦組みかに

よって上下左右との関係が変わりますので注意が必要です。

要素と属性（プロパティ）

XSL-FO で定義されている FO（フォーマット化オブジェクト）要素があります。FO 要

素内には対応できる属性（プロパティ）が設定できます。それぞれ必要に応じて解説して

いきます。

ここで用紙と領域設定に現れる要素とプロパティを解説します。

fosimple-page-master と関連属性

fo:simple-page-master

ページのサイズや各領域の寸法などの構造を指定します。図：region（領域）の位置

関係に示すようにメインの region-body とその周りの 4 つの領域を指定します。

内容

(region-body+, region-before?, region-after?, region-start?, region-end?)
適用される属性

一般の Margin プロパティ

master-name
page-height
page-width
size
reference-orientation
writing-mode

内容の region-body+とあるのは、必ず１つ以上の region-body を設定する必要があり

ます。他の region-before?などは、必ずしも設定する必要はありませんが、設定するなら

それぞれ 1 回設定します。

適用される特性のそれぞれの意味は、それぞれ後述されます。

バッチ組版のための XSL-FO 指南
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master-name

マスタの名前を識別します。

プロパティの値：

<name>

値の意味は：

<name>
マスタを識別名前で、空であってはいけません。また、一意でなければな

りません。

fo:page-sequence-master 上で指定された場合、マスタ名を識別します。 fo:page-
sequence 上の特性の値として連続して参照され、ページの生成する際に page-sequence-
master の使用を要求します。

page-height

用紙の縦サイズを指定します。

プロパティの値：

auto | <length>

値の意味は：

auto
実装の省略値指定によります。

<length>
ページの幅を、固定値で指定します。

page-width

用紙の横サイズを指定します。

プロパティの値：

auto | <length>

値の意味は、page-height に準じます。

用紙サイズの簡略設定

CSS で使われる簡略設定が使うことができます。

上の例では用紙サイズの設定を、page-width="210mm" page-height="297mm"などとして

いました。簡略設定の size 属性を用いるとこれを簡略記述することができます。

XSL-FO の基礎
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size
プロパティの値：

<length>{1,2} | auto | [ <page-size> || [portrait | landscape ]]

値の意味は：

<length>{1,2}
size="210mm 297mm"のように width と height とを並記します。値が一

つしかない場合は、"width"と"height"が同じ値の正方形と見なします。

auto
システムのデフォルト設定に従います。

<page-size>
用紙サイズを指定します。 表<page-size>を参照してください。

[ portrait | landscape ]
"portrait"と"landscape"は用紙の"縦置き"又は横置き"を指定します。

size="A4 landscape"とは、"A4 用紙を横置きで"を意味します。

||
<page-size>と[ portrait | landscape ]とを併記することを意味します。

<page-size> に以下が指定できます。大文字小文字は区別されません。

<page-size>

<page-size> 短×長 　 <page-size> 短×長

A3 297×420mm  Letter 8.5×11in

A4 210×297mm Legal 8.5×14in

A5 148×210mm Ledger 11×17in

A6 105×148mm Statement 5.5×8.5in

B4 250×353mm Executive 7.25×10.5in

ISO-B4 250×353mm C 17×22in

JIS-B4 257×364mm D 22×34in

B5 176×250mm E 34×44in

ISO-B5 176×250mm Quarto 8.5×10.83in

JIS-B5 182×257mm ISO-Designated 110×220mm

B6 125×176mm ISO-C3 324×458mm

ISO-B6 125×176mm ISO-C4 229×324mm

JIS-B6 128×182mm ISO-C5 162×229mm

Folio 210×330mm ISO-C6 114×162mm

Hagaki 100×148mm

バッチ組版のための XSL-FO 指南
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margin 設定

margin-top, margin-bottom, margin-left, margin-right
プロパティの値：

<margin-width>

margin-width 値の意味は：

auto
CSS2 の街頭部分を参照

<length>
固定幅を指定します。

<percentage>
パーセント値は、親のブロック幅に関して算出されます。

margin の簡略記法

領域の設定で、margin-top="10mm" margin-bottom="10mm" などと４方向の値を別々に

書きましたが、簡略記法では次のように書くことができます。

margin="10mm"
ブロック領域の margin に対して、マージン幅を 1 つ以上 4 つまで設定できます。

margin
プロパティの値：

<margin-width>{1,4}

属性値の読み方

属性値（プロパティ）の値にある<length>{1,2}などは次のように読みます。

属性値の読み方

<length>
長さの寸法を指定します。10mm、2em、などと数値と単位を書きます。

<margin-width>{1,4}
"margin"では、1 つ以上 4 つまでを表します。寸法指定が 2 つ以上ある場

合は、スペースで分離します。

値が 1 つの場合

上下左右のすべてに同じ値が適用されます。

値が 2 つの場合

上下マージンが最初の値を、左右マージンに 2 つ目の値が適用されます。

XSL-FO の基礎
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値が 3 つの場合

上マージンに最初の値が、左右マージンに 2 つ目の値が、下マージンに 3
つ目の値が適用されます。

値が 4 つの場合

上マージン、右マージン、下マージン、左マージンにそれぞれの値が適用

されます。

簡略記法の注意点

XSL のプロパティでの簡略記法は CSS の定義を引き継いでいるので、その値は CSS
のように評価されます。つまり、

　　　margin="0pt -10pt"
は、ひとつの式としてではなく、ふたつの値と評価されます。しかし、簡略記法でないと

きは、これはひとつの式として評価されます。例えば、次はひとつの式です。

　　　margin-left="0pt -10pt"

AH Formatter V5.0 以降 では、簡略記法でのこのようなあいまいな表現に対して、次の

ように処理します。

・ "0pt 10pt" のようにひとつの式になり得ないときはふたつの値

・ "0pt -10pt" のように符号と数値がくっついているときはふたつの値

・ "0pt - 10pt" のように符号と数値の間に空白が含まれるときはひとつの式

・ "0pt-10pt" はエラー（XSL 仕様の 5.9.5 Numerics 参照）

簡略記法中で式を使うときに、括弧で囲むなどすることもできます。

領域設定と関連属性

fo:region-body

ページの中央に位置し、本文を流し込む領域です。fo:simple-page-master によって、用

紙から左右上下の margin をとったページ参照領域の、更に内側の上下左右に region-
body の margin を取って、区画表示領域が設定されます。

内容

EMPTY
適用される属性

一般の Border, Padding 及び Background プロパティ

一般の Margin プロパティ

clip
column-count
display-align
overflow

region-name
reference-orientation
writing-mode
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